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A- A.P.○C M.P∴OUー比重d1雲 屈折率nlD5= 氏 ii二P.○(j(m一1】) 班.P.○C比重 d1…屈折率 nlD.

(ltJB 85 (4) - 1.145 1.551 rl-C10tJ21 ･154(3) 34 - -

C2H与91-92 (4) - 1.105 1.540 n-C17H.15 181(3) 45 - -

n-CjH9 121 (4) - 1.045 1.525 n-C14t寸29 191(3) 50 - -

n-U6H13 134 (4) 22 - - n-C16Ⅰi33 208(3) 56 - -

抗菌試験 :菌株,鳥型菌,槍定法は前額に同 じ,締巣は図に示yo
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結論 :この糸の坑 薗力も左程擬音 とは言ひ艶いが,alkyl基の大小は多少抗菌力に影響を奥えているかの枚に見え

る○

para-Methoxybenzaldehydthiosemicarbazone (TBⅡ)̀を

中心とする結核の化学療法の研究 (第2報)

添 谷 隷 書

(日本結核病学会第27回総会 (昭･27･4)発表予定)

所謂TBIt/{成ては,Dalnagk等が本刑が締核イセ学療法剤として磨用慣値を有する革を凝表 して以水,内夕陀 通 じて

茂多の莫胎的並びに臨床的祈究が行われてい る｡その結果 ,現在ではTBIの効果は初期に弔菅されたほど顕著ではな

く,叉かな りの副作用を量する場合が少 くない とせ られ,その凝鷲が禁 LEされてい る欺態にあるが,本系統の薬剤に

成ては佃検討の余地があるかと思われるo

そこで 13enzaldehydthiosem･'carbazonOを母体 として,種 々の誘導体を作 り, その効果を増強せ しめ･且叉副作用

杏-rlT及的t/{軽微ならしめようと企てる革は,極めて有意義な事 と考えられるが,我国では未だその系統的研究がな く

外国では若干の莫脇泊勺併究が行われてい るが, 未だ臨床的祈死は行われていないO 例えば Donovik及び Pansyは

Bcl'Zaidehydthiosemicart'azoneを母体とする種 々の誘益体e/{就て実験的研究を行い,p-Mcth0Xy誘湿体 (TBI)は

効果並びに毒性の点で他の誘導体tJ-'L優 ると述べ,叉 Steinbach及び Bakerも p-Methoxy訪島体に裁て実験的研究を

I-i-い,同株の成績を鞘堂 してい るが,それ等の何れに於ても末だ臨床成績に裁てはr#薯されていないO

我 々は一昨年衆 ,para及び orthoalkyloxy誘落体に成て実感摘勺研究を行いつ ゝあるが'特にp-Mcthoxy誘導体で
ある p-Mt)thoxyhenzaldehydthiosemicarbユZOne(以下TP･Ⅱと略称) に裁ては,動物実験並びに臨床実験をも行い ,

これを 'll上iI及び StroptolllyCin(以下 S･M･と略称)の場合に比較検討した｡その成績の大要は以 Fの通 りであるo
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責故方法 :1)試姶管内輯核蘭発育阻LL作用に裁ては Kirchner氏培地を用いて放 し,2)毒性に戯ては BehretlS/

I(arbar氏法によって LD50%を算出し,併せて動物実験的E/{肝碑の病理匙L織学的検車を行ったo 更に 3)小川氏定

量培養法王てよって生体内積核蘭凝育阻Ltl作用を放 し,4)モ7レモツ.トを用いて TBI 及び S･M･i/{よる鰭療実験並び

に 5)患者l/7:就て TBⅡ 及び TBIによる臨床実験的比較研究をも行ったO

賓碗成績 :1)試験管内幕核蘭発音阻Lヒ作mに戯ては,TBⅡ は S･M･に比べて若干劣 る.BLJち,TB廿は TBIと

略々同株に 10-5γ/ccの濃度まで発育を阻止するが,S･M･は 2-1Jy/じCの濃度まで東青を阻止すろ｡ 2)･T.D50iは

TやⅡでは 4･5mg/10gm,TBIでは 2･3mg/10gm で,TB丑 は TBIに比べて毒性が若干少ないが,病理組織学的

に痔,両者共に肝!/{高度の脂肪変性乃至壊死展が認められ,碑L,-L髄質の萎縮が認めらる｡印ち,両者の毒性には質的

差違は認められないが,若干の量的差違が認められる.3)生体内緯核菌発育阻止作用は TBⅡとTBIとの何れに於

ても略々同程度に顕著であるC,4)モ7レモツ ,tによる治療実験では,lEl1-3Iugの少量投輿では顧著な効果は認めら

れないが,1日50mgl投輿では:.予防的治療実験 {prophylactictreatlnent)に於ても,狭義の治療実験に於ても S･M･と

大差のない哀効果が認められる.又 1日50叫g2ケ月間投輿後,血液学的,病理組織学的検索を行 うと,TB正では血

液L/{対する顕著な遠地 はな く,僻腎E/{も退行性変他は認められないが,肝には中心性脂肪壊死が認められる｡5)臨

床実験的l/{54名の肺締核患者に TBⅡの経 口投輿 (1日量 20-200mg)を行った埠琴では,TRⅡと TBIとでは副

作用の種糞削ま略 や同秩であるが'その程度は TBⅡの方が若干家庭で,副作Ff.3の招蒸 される頻度 も少ない萩である0

年射てTBⅡでは食㌧欲不振,頭痛等の碇な自覚症顎が大多数を占め,重篤な他覚症状を招来する草は極めて稀であって

白血球減少,アグラヌロチ t-ゼを磁凍 したものは 1例もない｡臨床的効果は,TBIの湯合と略 々同級で,S.M･L7:

は及ぶべ くもないが,啄疾量,啄疾 LPの結核菌の減少が仝例の約年数!,7't_諮められ,帯核に対 して若干の効果がある頚二

は否定出凍ぬ棟 l/{思われるo

結 昔

以上婁するに･TBIは動物莫飴では相当の大量を肌 ､ると S･M･と大差のない貢効果を発寧するが,｣1日200mg粗

度の経 口投輿法による臨床実験では S･M･i/{温 か に劣 り,その効果は TBIと略々同程度で,副作用は TB∬に比べ
て若干軽度の枚であるO
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